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本研究では、虚血性心疾患が疑われ、東北大学病院で心臓カテーテル検査を行った 2007 年から 2014 年まで






リン A 濃度に依存して有意に上昇することが示され、将来の冠動脈狭窄を血漿中サイクロフィリン A 濃度で
予測可能であった。さらに、追跡期間中で心筋梗塞発症症例が 3例認められたが、いずれも血漿中サイクロフ
ィリン A濃度高値群(≧ 12ng/ml)で、血漿中サイクロフィリン A濃度低値群(< 12ng/ml)での心筋梗塞発症は
認められず、サイクロフィリンA濃度を 12 (ng/ml)でカットオフした場合、将来の心筋梗塞発症の除外が 100%
の特異度で可能な結果であった。 
本研究の結果、サイクロフィリン A は冠動脈疾患を有する患者群での予後予測及び、心筋梗塞の発症前診断
に有用なバイオマーカーである可能性が示唆された。 
